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 京都市消防吏員服制規程の一部を次のように改正する。 

  平成３０年３月２９日 

                  京都市消防局長 荒木 俊晴 

別表第２防火帽の款地質の項中「，指揮隊員は濃灰色の」を削り，同款制式

の項中「かぶと型」を「ハーフシェル型」に改め，「前後部にひさしを付け，」を

削り，「側面に」の右に「京都市消防局エンブレムを付け，」を「「京都市消防局」」

の右に「及び「ＫＹＯＴＯ ＣＩＴＹ ＦＩＲＥ ＤＥＰＴ．」」を加え，「青色」

を「紺色」に改め，「及び濃灰色」及び「の反射材」を削り，同款周章の項中「赤

色」の右に「（地質がオレンジ色のものにあっては，白色）」を加え，同款しこ

ろの項を次のように改める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し こ ろ 

銀色，オレンジ色又は金色の耐熱性防水布地

とし，周りに１条ないし３条の青色，緑色又は

赤色の線を入れ，折り返し部分は濃灰色，オレ

ンジ色又は黄土色とする。 

形状及び寸法は，第１５図４のとおりとする。 



別表第２第１５図中 
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 同表１６図中 
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 別表第２保安帽の款制式の項及び救急帽の款制式の項中「かぶと型」を「ハ

ーフシェル型」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この訓令は，平成３０年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この訓令による改正前の京都市消防吏員服制規程の規定による防火帽及び

防火衣ズボンは，当分の間，これを使用することができる。 

（消防局総務部人事課） 

に改める。 


